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立ち寄り行動を考慮』た介在機会型の施設配置問題  
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れかの店に入る確率を′（ノ）とすると  

ノ■   

′（ノ）＝∑（トダ）力‾一夕＝ト（トク）ノ  

JI＝l  

皿．はじゆに   

本研究では人々の移動途中での立ち寄り行動に着  

目し，集客数を最大化する複数施設の配置問題を考  

える．施設配置問題は大きく分けて2つに分類する  

ことが出来る．移動の目的地が最初から施設である  

場合と，ある目的で移動している途中に施設に寄る  

場合である．これらについては鈴木【ll12】に詳しく書か  

れていて，前者を近隣需要，後者をフロー需要に基  

づく施設配置と命名している．   

本研究は【1】，【2】の捕捉可能トリップ最大化問題に  

類似するが，客の立ち寄りを確率モデルで定式化し  

ている点に大きな特徴がある．買い物行動における  

衝動買いなどのように，施設に立ち寄ることを考え  

てなかった人が突然施設に寄ってしまうような例は  

枚挙に暇がない．本モデルではこのような行動を介  

在機会モデルによって記述する．すなわち人々は施  

設のことを一切考えずトリップの終点に向かって移  

動を開始し，トリップの途中目にする施設（機会）の  

数が多ければ多いほど施設に立ち寄る可能牲が大き  

くなると想定するのである．  

2．モデルの作成  

【0，1】の線分領域に〃軒の施設（以下店と呼ぷ）を配  

置することを考える．人々のトリップの起点を∬，  

終点をγとして，それぞれのトリップ密度をス（∬），  

〟（γ）（0≦∬，γ≦1）で与える．そして両者の間にそ  

れぞれの密度の積に比例したトリップが発生すると  

仮 定す る． ま た 〝 軒の店 の座標 は  

0≦1≦ち≦…≦㌦≦lとしておく・  

（l）  

と計算される．   

このとき例えば起点が0≦∬＜′ト 終点が．  

㌔＜γ＜′ちの範圧引こあるトリップが目にする店の  

数は2軒だから，このようなトリップのうちで店に  

入るトリップの畳は  
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となる．図2はトリップの起終点の組合せとそれぞ  

れのトリップが店に入る確率を図示したものである．  
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図2 起終点の組合せと店に入る確率．   

（2）式の如き量をすべての場合に関して足し合わ  

せば店数〃のときの領域内全店での入店者数の総計  

が以下のように求められる：   
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これが最大となるような施設の配置Jl，′ち，…，㌦を  

求めればよい．  
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図1線分領域と〃軒の店．  

すべての店の魅力は同じであり，客がトリップの  

途中で店に入る回数はたかだか1回と仮定する．目  

にした店に入る確率をクとすれば，出発してから  

ノー1軒目までは入店せず，ノ軒目の店に入る確率は  

（1－β）ノ‾’pなる幾何分布で与えられる・また出撃  

してからノ軒通過しても入店しない確率は（トク）ノ  

となる・よって，ノ軒の店を通り過ぎるまでにいず  
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4，起終点のトリップ密度は一様（A（ズ）＝〟（γ）＝l）  

とした．  

このような領域内全体の入店確率を最大化する問  

題では競合店の存在は考慮していないことになる．  
本モデルでは全店トナタルの売上（来客数）に注目し  

ており，また客にとってはどの店に行ってもサービ  

スの質は同じであるこ，とから，・．例えばチェーン店の  

社長が領域内にJ7軒の支店を配置するためのモデル  

であると解釈できるだろう．   

3⊥数イ直例  

トリップ密度が岬様（A（ズ）＝〃（γ）＝1）のときの  

′1（／＝l，2，‥・，′りの座標は計算の結果  
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図4 店数4のときの比較．  

図4から（D→④の順に徐々に領域中央よりの配置  

になっているのが見て取れる．ここから施設利用者  

の立場に立っ 

立場に立った問題（③，④）が通過交通量に大きく影響  

を受けていることが分かる．  

5．まとめ   

介在機会型の施設配置問題を定式化した．本モデ  

ルはク＝lとすれば捕捉可能トリップ最大化問題  

【昭】となる．つまり店に入らないトリップも考慮した  

という意味で捕捉可能トリップ最大化問題を一般化  

したモデルということができる．   

本モデルは施設配置に限らず多くの問題に適用で  

きる．例えば時間軸上七cMの回数と時点をどのよ  

うに与えれば売上を最大化セきるか，といった最適  
化モデルヘの応用も魅力的である．   
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となる．   

具体的に店数4のときで考えてみると，各′1の座  

標は  
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となり，横軸に店に入る確率グをとって縦軸に各J；  
の座標のグラフを描くと以下の図3のようになる．  

rイ  

rj  

r2   

′J  

♪   
仇プ  0．4  化石   0．β   】  

図3 店数4のときの〔・  

♪がlに近づくと全てのトリップが最初に横切っ  

た店に入店するようになる∴その場合は等間隔の配  

置が望ましいのである．逆にダが0に近づくと移動  

者は殆ど入店しなくなるのですべてのJlを通過交通  

量が最大となる点に集中するのがよい，という次第  
である．（注：起終点のトリップ密度が一様なとき通  

過交通量は中央で最大削である．）   

4．いくつかのモデルとの比較   

近隣需要に基づく①Minisum型問題，フロー需要  

に基づく②迂回距離最小化問題，③捕捉可能トリッ  
プ最大化問題，④介在機会型問題（ク＝0，3）の4つを  

比較する（①～③は文献【1】，【2】による）．ただし店数  
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